
住
す 

み続
つづ

けられるまちづくりを（⽕曜
かよう

１クラス）

① 2030年
ねん

までに、すべての⼈
ひと

が、住
す

むのに⼗分
じゅうぶん

で安全
あんぜん

な家
いえ

に、安
やす 

い値段
ねだん

で住
す 

むことができ、基本
きほん

的
てき

な

サービスが使
つか

えるようにし、都市
とし

のまずしい⼈
ひと

びとが住
す

む地域
ちいき

（スラム）の状況
じょうきょう

をよくする。

② 2030年
ねん

までに、⼥性
じょせい

や⼦
こ 

ども、障害
しょうがい

のある⼈
ひと

、お年寄
としよ

りなど、弱
よわ

い⽴場
たちば

にある⼈
ひと

びとが必要
ひつよう

とし

ていることを特
とく

によく考
かんが

え、公共
こうきょう

の交通⼿段
こうつうしゅだん

を広
ひろ

げるなどして、すべての⼈
ひと

が、安
やす

い値段
ねだん

で、

安全
あんぜん

に、持続
じぞく

可能
かのう 

な交通⼿段
こうつうしゅだん

を使
つか

えるようにする。

③ 2030年
ねん

までに、だれも取
と

り残
のこ

さない持続
じぞく

可能
かのう

なまちづくりをすすめる。すべての国
くに

で、だれもが

参加
さんか

できる形で持続
じぞく

可能
かのう

なまちづくりを計画
けいかく

し実⾏
じっこう

できるような能⼒
のうりょく

を⾼
たか

める。

④ 世界
せかい

の⽂化
ぶんか

遺産
いさん 

や⾃然
しぜん

遺産
いさん 

を保護
ほご

し、保
たも

っていくための努⼒
どりょく

を強化
きょうか

する。

⑤ 2030年
ねん

までに、まずしい⼈
ひと

びとや、特
とく

に弱
よわ

い⽴場
たちば

にある⼈
ひと

びとを守
まも

ることを特
とく

に考
かんが

えて、⽔害
すいがい

などの災害
さいがい

によって命
いのち

を失
うしな

う⼈
ひと

や被害
ひがい

をうける⼈
ひと

の数
かず

を⼤
おお

きくへらす。

⑥ 2030年
ねん

までに、⼤気
たいき

の質
しつ

やごみの処理
しょり

などに特
とく

に注意
ちゅうい

をはらうなどして、都市
とし

にすむ⼈
ひと

（⼀⼈
ひとり

あ

たり）が環境
かんきょう

にあたえる影響
えいきょう

をへらす。

⑦ 2030年
ねん

までに、特
とく

に⼥性
じょせい

や⼦
こ 

ども、お年寄
としよ

りや障
しょう

がいのある⼈
ひと

などをふくめて、だれもが、

安全
あんぜん

で使
つか

いやすい緑地
りょくち

や公共
こうきょう

の場所
ばしょ

をつかえるようにする。

〈参考〉

        2030年
ねん

に⾃然災害
しぜんさいがい

によって国内
こくない

避難⺠
ひなんみん 

となった⼈
ひと

の数
かず

は２,640万⼈
まんにん

にのぼります。


